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論文の概要及び判定理由 

本論文は自動車部品等の軽量化を目的としてこれまでに開発されていない高強度マグネシム合

金の製造とその熱間鍛造法にについて、サーボプレス等を使用して効率的に高強度マグネシウム合

金の鍛造加工を実現できる革新的加工プロセスに関する論文である。 

 本論文では、まず、Mg-Al-Ca-Mn 系合金の連続鋳造材を用いて 3 種類の潤滑剤環境下において

材料と金型間の摩擦係数を算出した。さらに二重円筒型形状の金型成形実験によって成形性と機械

的特性におよぼす鍛造条件の影響を調査した。また結晶方位解析の結果から機械的強度の要因を解

析した結果、比較的低い鍛造温度（300℃，350℃）で加工した鍛造品の強度が高くなる要因を明

らかにした。さらに Al 量 12％程度に増加させた AZ121 等の高強度マグネシウム合金をロール鋳

造法により連続鋳造し、これを鍛造用の素材として適用する実験を試みた結果、試験温度 350℃に

おける成形で AZ121 の平均結晶粒径は約 6μm 程度まで微細化おり，晶出物についても微細に分

散していることが判明した。  

 従来、マグネシウム合金の熱間鍛造品の強度の改善においては様々な問題があったが、急冷凝固

によって高濃度の Al を含有した高強度マグネシウム合金を製造し、これを鍛造加工に適用して熱

間鍛造品の強度を改善した研究例は初めてであり、内容を詳細に精査した結果、本論文は工学の発

展に寄与できるものであり、博士（工学）の学位に値するものと判定した。 
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